
令和４年度 小・中学校教育課程研究協議会に係る各部会の改善の重点 

 

部会名 小学校 総合的な学習の時間 

 
改善の重点 

① 総合的な学習の時間を通してどのような資質・能力を育成するのか明確にすること。 
② 総合的な学習の時間と各教科等との積極的な関連を図りつつ、探究的な学習の過程（課題の設

定、情報の収集、整理・分析、まとめ・表現）が発展的に繰り返されるようにすること。 
③ ICT の特性や強みを踏まえ、探究的な学習の各過程における学習の質を高めるよう、１人１台

端末の積極的な活用を進めること。 
 

１ 設定理由  

総合的な学習の時間は、探究的な見方・考え方を働かせ、総合的・横断的な学習を通して、よりよ

く課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を育成することを目指すものであり、

教科等横断的なカリキュラム・マネジメントの軸となるものである。各学校は、総合的な学習の時間

での取組を通して、どのような資質・能力を育成するのか明確にし、その実現を図る必要がある。 

資質・能力の育成に向けては、探究的な学習の過程を充実させ、その質を一層高めることが重要で

ある。さらに、探究的な学習の過程においては、

異なる多様な他者と協働して取り組む学習活動

とすること、教科等の枠を超えた横断的・総合的

な学習や、児童の興味・関心に基づく学習を行う

など、創意工夫を生かした教育活動を行うことが

求められる。 

GIGA スクール構想により１人１台端末が導入

され、その活用促進が期待されている。総合的な

学習の時間においては、探究的な学習の特質を踏

まえ、資質・能力の育成に向けて効果が上がるよ

うに、より一層計画的に取り入れることが重要で

ある。 

学習評価については、日々の授業の中で児童の学習状況を適宜把握し指導の改善に生かすことに重

点を置くことが大切である。総合的な学習の時間においても、「指導と評価の計画」を作成し、観点

別の学習状況について評価する時期や場面を精選することが求められる。 

 

２ 研究を進めるに当たって 

（１）実践に当たっては、以下の点に留意すること。 

① 総合的な学習の時間においてどのような資質・能力の育成を目指すのか、単元の目標や評価

規準において具体的に設定すること。 

② 各教科等で身に付けた資質・能力を現実の生活に関わる学習において活用・発揮することが

期待されていることを踏まえ、各教科等との関連を明記した単元配列表の作成や活用の在り

方を工夫すること。 

③ 探究的な学習の各過程における学習の質を一層高めるため、１人１台端末を積極的に活用す

ること。また、プログラミングを体験しながら論理的思考力を身に付けるための学習活動を

行う場合には、プログラミングを体験することが探究的な学習の過程に適切に位置付くよう

にすること。 
 

（２）参考とすべき資料 

① StuDX Style（文部科学省：https://www.mext.go.jp/studxstyle/index2.html） 

②「早わかり！単元計画の作成手順」（https://www.pref.oita.jp/uploaded/attachment/2101018.pdf） 

③「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（国立教育政策研究所 令和２年６月） 

④今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（文部科学省 令和３年３月） 

 


